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資料９－２－②－２ 

 

平成 24 年度 職員の資質向上の取組について（事務部・教育研究技術支援センター） 

  

 

    

■研修会、講習会への参加状況 

【一般職】 

所属 
研修者氏

名 
研修名称 主催 

実施日時 

開始日 終了日 

図書情

報係 
後藤正一 平成 24 年度図書館等職員著作権実務講習会 文化庁 H24.8.8 H24.8.10 

  後藤正一 平成 24 年度 NAIST 電子図書館学講座 奈良先端科学技術大学院大学 H24.11.1 H24.11.2 

  石川良樹 
東北学術研究インターネットコミュニティ（TOPICS）

第 22 回総会 

東北学術研究インターネットコミュニテ

ィ 
H24.4.24 H24.4.24 

  石川良樹 平成２４年度第１回ネットワーク管理者研修会 国立高等専門学校機構 H24.6.4 H24.6.5 

  石川良樹 平成２４年度 IT 人材育成研修会 国立高等専門学校機構 H24.8.27 H24.8.28 

  石川良樹 
平成２４年度国立高等専門学校機構情報担当者研

修会 
国立高等専門学校機構 H24.1.9 H24.1.11 

  石川良樹 
情報システム統一研修（平成 24 年度第 2／四半

期） 
文部科学省 H24.8.1 H24.9.20 

  
木村みず

ほ 

情報システム統一研修（平成 24 年度第 3／四半

期） 
文部科学省 H24.11.1 H24.12.21 

  
木村みず

ほ 

平成 24 年度独立行政法人国立高等専門学校機構

中堅職員研修会 
国立高等専門学校機構 H24.11.14 H24.11.16 

  
木村みず

ほ 
平成 24 年度教育研修事業 目録システム講習会 情報・システム研究機構 H24.12.5 H24.12.7 

  
木村みず

ほ 

第１４回（平成２４年度）高等専門学校および技術

科学大学図書館情報シンポジウム 
長岡技術科学大学 H24.8.30 H24.8.30 

  
木村みず

ほ 
RDA 講習会 大学図書館支援機構 H24.1.26 H24.1.26 

学生課

長 
黒田義弘 第２１回東北地区学生指導担当部・課長研究会 東北地区学生指導研究会 H24.5.30 H24.5.30 
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資料９－２－②－２続き 

 

教務係 田林美幸 平成 24 年度東北地区国立大学法人等係長研修 山形大学 H24.10.31 H24.11.2 

  田林美幸 
情報システム統一研修（平成 24 年度第 3／四半

期） 
文部科学省 H24.11.1 H24.12.21 

  清野麻衣 平成２４年度東北地区学生指導研修会 東北地区学生指導研究会/山形大学 H24.8.29 H24.8.31 

  清野麻衣 第２回「やさしい日本語」研修会 山形県国際交流協会 H24.9.2 H24.9.2 

  
成田あき

か 

平成 24 年度独立行政法人国立高等専門学校機構

初任職員研修会 
国立高等専門学校機構 H24.4.25 H24.4.27 

  
成田あき

か 

情報システム統一研修（平成 24 年度第 2／四半

期） 
文部科学省 H24.8.1 H24.9.20 

  
成田あき

か 
平成 24 年度学務関係職員研修会 国立高等専門学校機構 H24.12.4 H24.12.5 

  
成田あき

か 
山形県留学生交流推進協議会事務担当者研修会 山形大学 H24.12.13 H24.12.13 

  
成田あき

か 

情報システム統一研修（平成 24 年度第 4／四半

期） 
文部科学省 H25.2.1 H25.3.15 

学生係 千葉隆弘 
平成 24 年度東北地区国立大学法人等中堅職員研

修 
秋田大学 H24.10.29 H24.10.31 

  村山智子 
第 9 回全国国立高等専門学校メンタルヘルス研究

集会 
国立高等専門学校機構 H24.11.1 H24.11.2 
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【技術職】    

所属 
研修者氏

名 
研修名称 主催 

実施日時 

開始日 終了日 

技術長 石田克敏 第 14 回東北地区国立高等専門学校技術職員研修 仙台高等専門学校 H24.8.27 H24.8.29 

第１班 鈴木 徹 リスクベースで考える機会災害防止基礎研修 山形県労働基準協会連合会 H24.6.15 H24.6.15 

  鈴木 徹 危険予知活動リーダー研修会 （社）置賜労働基準協会 H24.7.12 H24.7.13 

  鈴木 徹 平成２４年度全国高専教育フォーラム 国立高等専門学校機構 H24.8.28 H24.8.30 

  鈴木 徹 
情報システム統一研修（平成 24 年度第 3／四半

期） 
文部科学省 H24.11.1 H24.12.21 

  鈴木 徹 
安全衛生スタッフ向け「リスクアセスメント実務研

修」 
山形県労働基準協会連合会 H24.11.2 H24.11.2 

  鈴木 徹 機械加工在職者訓練 ポリテクセンター山形 H24.2.4 H24.2.8 

  佐藤大輔 能力開発セミナー 山形県職業訓練支援センター H24.1.7 H24.1.11 

  木村英人 第 14 回東北地区国立高等専門学校技術職員研修 仙台高等専門学校 H24.8.27 H24.8.29 

  木村英人 Dynamics and Design Conference 2012 日本機械学会 H24.9.18 H24.9.19 

第 2 班 一条洋和 
情報システム統一研修（平成 24 年度第 1／四半

期） 
文部科学省 H24.5.1 H24.6.20 

  一条洋和 日本工学教育協会第６０回年次大会 日本工学教育協会 H24.8.21 H24.8.23 

  鈴木大介 
平成 24 年度東北地区国立大学法人等技術職員研

修 
東北大学 H24.9.11 H24.9.14 

第 3 班 矢作友弘 第 14 回東北地区国立高等専門学校技術職員研修 仙台高等専門学校 H24.8.27 H24.8.29 

  米澤文吾 熱分析講習会 
㈱島津製作所三条工場内グローバル

アプリケーション開発センター 
H24.12.6 H24.12.8 

  
八幡喜代

志 
国立高等専門学校機構 新技術説明会 国立高等専門学校機構 H24.7.17 H24.7.17 

      
 

（出典：総務課資料） 
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教育研究技術支援センター規程（抜粋） 

 

 鶴岡工業高等専門学校教育研究技術支援センター規程  

制 定 平成２０年１１月１２日  

最終改正 平成２５年 ２月２８日  

（趣旨）  

第１条 この規程は、独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事務局の組織等に関する規則第１

２条及び鶴岡工業高等専門学校内部組織規程第７条第２項及び第８条第４項の規定に基づき、鶴

岡工業高等専門学校教育研究技術支援センター（以下「センター」という。）について必要な事項を

定めるものとする。  

（目的）  

第２条 この規程は、技術職員が連携し教育研究業務の計画的な技術的支援を行い、鶴岡  

工業高等専門学校の教育研究の充実及び機能的かつ円滑な推進を図ることを目的とする。  

（センターの業務）  

第３条 センターは、次に掲げる業務を行う。  

一 教育研究支援のための技術開発及び技術業務に関すること。  

二 学生の実験及び実習の技術指導に関すること。  

三 技術の継承及び保存に関すること。  

四 技術研修等の企画及び連絡調整に関すること。  

五 実験・実習施設における機械器具等の保全管理に関すること。  

六 実習工場における危害防止に関すること。  

七 実験研究等の装置を製作すること。  

八 総合情報センターに係る業務に関すること。  

九 その他教育研究支援についての必要な業務 

 

 

 

（出典：規程集） 
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一般・技術職員の技術・研究成果の発表 
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技術発表会予稿 
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技術職員の学外発表 

 

氏名 学会名 会場 開催日 内容
矢作　友弘 平成24年度東北地区 国立高等専門学校 技術職員研修 仙台高専（広瀬） H24　8月27日～29日 研究発表
矢作　友弘 第18回高専シンポジウムin仙台 仙台高専（名取） H25　1月26日 研究発表
木村　英人 東北地区国立高等専門学校　技術職員研修 仙台高専（広瀬） H24　8月27日～29日 研究発表
木村　英人 機械学会Dynamics＆Design Conference2012 慶應義塾大学 H24.9.17～19 研究発表
鈴木　大介 東北地区国立大学法人等技術職員研修 東北大学 9月11日～9月14日 研究発表
鈴木　大介 第4回高専教育研究技術発表会in木更津 木更津高専 3月4日～3月5日 研究発表

鈴木　徹 平成24年度全国高専教育フォーラム 東京 8/28～8/30 研究発表  
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全国高専フォーラム予稿 

（出典：総務課資料、教育研究技術支援センター資料） 
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外部資金申請・採択状況 

 

 

          （出典：企画室資料） 

 

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

申請者／
研究課題名

合　計

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）
（奨励研究）

－平成２５年度分－ 申請件数

８  件

　            教育研究技術支援センター　技術職員　米 澤 文 吾

【蛍光灯応答型光触媒フィルムの創製と実用化に向けた研究】

　           　教育研究技術支援センター　技術職員　鈴 木 大 介
　
【ＤＳＰ 実験実習用教材の構築】

　          　教育研究技術支援センター　技術職員　一 条 洋 和

【ＣＮＣフライスを用いた教材用平面導波路の製作におけるエンドミルの影響】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　採　択

　        教育研究技術支援センター　技術専門職員　鈴　木　　徹

【「拡張現実」技術を活用した機械加工実習用図面の製作と教育支援効果】

　   　　　　　 教育研究技術支援センター　技術職員　本 間 康 行

【生きる力を育むモノづくり教育方法の研究】

　  　　　  　 教育研究技術支援センター　技術職員　佐 藤 大 輔

【セラミックス加工の高速化・高精度化】

　        　　教育研究技術支援センター　技術職員　矢 作 友 弘

【光触媒材料の二酸化チタンに含まれる多形結晶相の定量分析技術の確立】

　        　　 教育研究技術支援センター　技術職員　木 村 英 人

【人のハンドリングを模した揺動機構を用いたマイクロファンの振動計測】
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（分析結果とその根拠理由） 

本校の教育支援については，事務職員及び技術職員（教育研究技術支援センター員）が行っており，

十分な教育支援ができるよう，必要な人材と人員が配置されている。事務職員及び技術職員は各種研修

会や講習会に積極的に参加し，また毎年開催される技術発表会やシンポジウムなどで技術成果を発表し，

科学研究費補助金など外部補助金の申請も行っている。 

以上により，教育支援者等に対して，研修等，その資質の向上を図るための取組が適切に行われてい

る。 

 

 

 (２) 優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・教育活動の実態を示す基礎的なデータや資料等が適切に収集されており，教育改善に役立ててい

る。 

・学生による教育改善アンケート及び授業改善アンケートを定期的に実施している。 

・教員相互で授業参観を行い，お互いに意見交換をして，授業改善に役立てている。 

・FD活動を積極的に展開し，教育の質の向上と改善が図られている。 

 

（改善を要する点） 

特になし 

 

 (３) 基準９の自己評価の概要  

教育活動の実態を示す教育資料を適切に収集・蓄積する体制が整備され，適切に保存されている。ま

た，これらのデータを基に教育の状況を評価，改善する組織も整備されている。教育の状況について，

教育活動の実態を示すデータや資料が適切に収集・蓄積され，評価を適切に実施できる体制が整備され

ている。 

教育改善アンケート及び授業改善アンケートから学生の意見を聴取している。聴取された結果につい

て教育改善組織が評価・分析を行い，全教員及び学生に示されている。教員自らも教員教育評価票によ

り点検・評価を行っている。学外関係者の意見は，JABEE，認証評価及び運営協議会，卒業（修了）生・

企業へのアンケート調査及び進学先との情報交換などにより聴取を行い，評価・分析を行っている。学

校の構成員及び学外関係者の意見の聴取が行なわれており，それらの結果をもとに教育の状況に関する

自己点検・評価が，学校として策定した基準に基づいて，適切に行われている。 

学校の構成員及び学外関係者による意見を基に，教育活動の点検・評価を行う組織として FD 委員会，

教育活動の評価・改善対策を行う組織として評価・改善委員会，教育の計画を策定する組織として教務

委員会及び専攻科委員会が整備されている。これらの組織が役割を分担し合って各種評価の結果を教育

の質の向上，改善に結びつけている。各種の評価の結果を教育の質の向上，改善に結び付けられるよう

な組織としてのシステムが整備され，教育課程の見直し等の具体的かつ継続的な方策が講じられている。 

 個々の教員は，学生による評価，教員相互の評価，教員自身の評価等に基づいて，教育活動改善のた

めの方策を重ねてきており，授業内容，教材，教授技術等の継続的改善を行っている。また，教育改善
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に係る組織が個々の教員の改善活動状況を把握している。個々の教員は，評価結果に基づいて，それぞ

れの質の向上を図るとともに，授業内容，教材，教授技術等の改善を行っている。また，個々の教員の

改善活動状況を，学校として把握している。 

専門科目一般科目を問わず，本校教員の研究成果は教育活動に還元されている。教員と協力して研究

活動を行う卒業研究，専攻科研究で，学生の研究・発表能力が向上し，多くの成果があがっている。研

究活動が教育の質の改善に寄与している。 

FD委員会は授業改善アンケート，教育改善アンケート，授業参観研修会，外部講師によるFD講演会な

どのFD活動を実施している。また教員に対し，学生指導研修会，新任教員研修会，長期研究員の派遣等

も実施されており，教員の教育内容や教育方法の改善が行われている。FD活動が適切な方法で実施され，

組織として教育の質の向上や授業の改善に結び付いている。 

本校の教育支援については，事務職員及び技術職員（教育研究技術支援センター員）が行っており，

十分な教育支援ができるよう，必要な人材と人員が配置されている。事務職員及び技術職員は各種研修

会や講習会に積極的に参加し，また毎年開催される技術発表会やシンポジウムなどで技術成果を発表し，

科学研究費補助金など外部補助金の申請も行っている。教育支援者等に対して，研修等，その資質の向

上を図るための取組が適切に行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


